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うな2つの閉曲線は equivalentであるとして,閉曲線の equivalentclassを考える｡ これをホモトピ
ー類という｡








CaseA では,M はpathconnectdであり,また simplyconnected (単連結 )である｡これは,
〃のすべての閉曲線が,〟のなかで,連続変形によって1点に縮められるということである｡ したがっ
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川 deRham の定理1)｡ これによって,実の微分可能多様性体の上の deRham cohomology と実
係数の singularcohomology(特異コホモロジー)の関係がっけられる｡
日日普遍係数定理 1),2)｡ これによって,実数を係数にもつ (co-)homologyと整数を係数にもつ (co-)
homologyの関係がつけられる｡
(ii)Hurewiezの定理 21,3)｡ これによって,整係数ホモロジーとホモ トピーの関係がっけられる｡
まず,川 によれば,Mが paracompactR-differentiablemanifoldの場合,


























1) CaseA:M-R3は, pathconnectedであり, simplyconnectedである｡次の計算 :
0-7El(M,x)≡Hl(M)
竺 Hl(M ;R )≡Hl(M)deRham
が示しているように,ホモ トピー群がOであることから, deRhamのコホモロジー群も 0であることが
導かれる｡
したがって,空間が単連結なら,AB効果はおこらない,ということがいえる｡
2) CaseB:M-R3-K(円筒 )は pathconnectedであるが, notsimplyconnectedである｡
7El(M,a)竺Zであり,これはアーベル群だから,(ii‖こより, Hl(M)竺Z･日日の公式を使うと






















これを球対象なコマの configurationspaceとして扱った Schulmanの paperがある4)0 (なお,
SO(2)をconfigurationspaceにもつ力学系は平面回転子である｡)
しかし,ここには,もう一つ別の例をあげておく.d次元空間にn個の indistinguishableparticles
がある場合, configurationspaceは5)は,
M-(Rdx- ×Rd-D)/Sn
TI個
ここで対角線集合Dを引いたのは,粒子の座標が一致する点を除いたことを意味する｡また,対称群 s n
でわって商空間をっくったのは,粒子が "区別できない〝ことを考慮したためである｡
d≧ 3の場合,
7El(M,a)竺 S ･n
これより,
Hl(M)gS abelianizedgsn/An =Z2n
となる｡そうすると,以下の計算は,M-SO(3)の場合とまったく同じで,
〝1(〟)deRham- 0
が導かれる｡これは,AB効果がおこらない場合である｡
なお, i-2のときはトポロジーがまったく異なり,
打1(M･a)三 Bn(R2) (Braidgroup)
となる｡この場合は,2次元電子系の分数量子ホール効果との関連が,最近問題になっている6)0
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